
事業実施主体等取組評価報告書（産地競争力の強化を目的とした整備事業）

（都道府県 岐阜県）
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関
市

めぐ
みの
農業
協同
組合

輸入急
増野菜

【輸入
急増野
菜】労
働時間
の削減
に関す
る目標

187
時間
/10a

187
時間
/10a

116
時間
/10a

116
時間
/10a

163
時間
/10a

295%

単位面
積当た
りの労
働力が
37.9％
削減さ
れた

集出
荷貯
蔵施
設
さと
いも
大型
選別
機
年間
処理
量
268t

H21.3.27

選果機の導入による選果作業時間の削減ととも
に、生産者組合員の機械化に対する意識が高まっ
たことで、堀取機の共同利用が行われ、堀取り作
業時間が削減された。その結果、成果目標をして
いる。

導入した選果機で
の時間短縮だけで
なく、生産者にお
ける機械利用の共
同化等により、大
幅な労働時間削減
を図ることができ
た。今後も省力化
生産への取り組み
について支援して
いく。
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32.45
円/kg
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都道府県の評価
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関
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めぐ
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土地利
用型作
物（稲
種子）

【土地
利用型
作物
（稲種
子）】
主要農
作物種
子の生
産に要
する生
産コス
トを
３％以
上削減

－
33.11
円/kg

33.68
円/kg

31.29
円/kg

-106%

主要農
作物種
子の生
産に要
する生
産コス
トが
3.8％
増加し
た。

種子
種苗
生産
関連
施設
穀物
遠赤
外線
乾燥
機
50石
×7基
ネッ
ト
パッ
カー1
台

H21.3.27

H19年度と比較し、燃費効率の良い乾燥機導入によ
り、燃料費の削減(22％削減）・資材費等諸経費の
削減(4%削減）により、施設全体として12,802千円
(H19)から 12,276千円（H22）のコストダウンを
図った。その中で労務費が、H19年度2,538千円に
対し、H22年度実績で2,580千円であった。その理
由として、種子センターの収支に計上される労務
費はパート人数で計上されており、H19年度計画時
はＪＡ職員２名とパート５名体制で労務費分が５
名分で計上されている。H21年度、ＪＡ職員１名が
退職し、退職した職員がパート採用されたことか
ら、ＪＡ職員１名とパート６名体制になり、結
果、労務費は６名分で計上されるに至った。農協
全体で見れば、正職員を削減し、パート雇用した
ことから、総人件費の削減を図ったものの、種子
センターの収支報告書に反映されないため、労務
費が増加した。

一方、種子生産量は、H22年産水稲は全国的な猛
暑の影響から充実度不足により合格種子の量が確
保できず、契約対比94.2％（364.4t)にとどまっ
た。仮に種子生産量が契約数量100％（386.8t）を
確保した場合、種子１kg当たりの生産費は削減さ
れる。また、H19年度は394,5tの種子生産量があっ
たが、種子需要量の低下から、契約数量が減少し
ていることも、コスト高の要因の１つとなってい
る。

目標達成に向けて、パート職員１名分の削減によ
る労務費削減を図る。また、安定した契約数量確
保を図るため、種子生産者に対して種子充実度を
上げるための施肥技術の徹底等、技術的支援を行
う必要がある。

事業実施主体であ
る農協に対し、種
子センターの効率
的運営を指導する
とともに、契約種
子数量の確保に向
けて、種子の充実
度不足を補うた
め、採種農家に対
して、充実度を上
げるための肥培管
理の徹底、高温障
害を回避するため
の対策を講じる
等、各農林事務所
の普及指導員が中
心となって指導を
実施。
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成果目標
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な実績①

完了年月日
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関
市

小野
地区
耕作
放棄
地対
策協
議会

飼料作
物（肉
用牛）

【飼料
増産】
（飼料
増産）
飼料収
集・収
穫面積
を
0.5ha
以上増
加

0ha 0ha
1.13
ha

1.13
ha

1.13
ha

100%

放牧面
積が
0haか
ら
1.13ha
に増加
した。

飼料作
物（肉
用牛）

【飼料
増産】
（飼料
増産）
労働時
間を
２％以
上削減

158.7
1時間
/頭

158.7
1時間
/頭

116.2
3時間
/頭

112.6
2時間
/頭

116.2
3時間
/頭

108%

繁殖雌
牛１頭
当たり
の労働
時間を
127時
間削減
した。

放牧
条件
整備
（内
訳）
隔障
物整
備
785m
スタ
ン
チョ
ン１
個
水飲
施設
１個
放牧
準備
工
1520

H20.12.10

遊休化した水田に繁殖雌牛を放牧することによ
り、労働時間の削減、自給飼料の増収が図られ、
遊休農地の有効利用につながった。

放牧利用は順調に
推移し、効果も十
分にあがってお
り、今後も引き続
き利用を推進し、
飼料自給率向上を
図る。

本
巣
市

ぎふ
農業
協同
組合

稲わら
（肉用
牛）

【飼料
増産】
（耕種
作物活
用型飼
料増
産）飼
料収
穫・収
集面積
を
0.5ha
以上増
加

0ha 5.3ha 5.4ha 6.8ha 8ha 85%

稲わら
収集面
積が
0haか
ら
6.8ha
に増加
した。

稲わら
（肉用
牛）

【飼料
増産】
（耕種
作物活
用型飼
料増
産）労
働時間
を2％
以上削
減

4.17h
/ha

2.9h/
ha

2.9h/
ha

2.9h/
ha

3.0h/
ha

109%

単位面
積当た
りの労
働時間
が削減
された

稲わ
ら収
穫機
（ｶｯ
ﾃｨﾝｸﾞ
ﾛｰﾙ
ﾍﾞｰ
ﾗｰ）
１台

H20.11.25

作業効率の向上により作業時間が減少した。突然
の雨など、天候により計画とおりに作業が進まな
い事があった。

機械の利用は順調
に推移し、効果も
十分にあがってお
り、今後も引き続
き利用を推進し、
飼料自給率向上を
図る。

中
津
川
市

中津
川市

飼料作
物（め
ん羊）

【飼料
増産】
（飼料
増産）
労働時
間を
2％以
上削減

42.5
時間

42.0
時間

49.0
時間

33.0
時間

34時
間

112%

作業時
間が削
減され
た

飼料作
物（め
ん羊）

【飼料
増産】
（飼料
増産）
単収を
３％以
上増加

6,000
kg

4,000
kg

3,990
kg

7,010
kg

7,000
kg

100%

作業の
効率化
により
単収が
増加し
た

細断
型ロ
－ル
ベ－
ラ－
１台

H20.12.25

機械導入により作業時間が全体で９．５時間の短
縮になった。カッティングすることによりロール
の品質が向上し、食べ残しがなくなった。

機械の利用は順調
に推移し、効果も
十分にあがってお
り、今後も引き続
き利用を推進し、
飼料自給率向上を
図る。
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都道府県の評価
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事業実施主体の評価

成果目標
の具体的
な実績①

完了年月日

達成率

１年後
（平成□
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中
津
川
市

東美
濃農
業協
同組
合

飼料作
物（乳
用牛、
肉用
牛）

【飼料
増産】
（飼料
増産）
飼料収
穫・収
集面積
を3%以
上増加

10.7
ha

17.6
ha

12.7
ha

14.9
ha

14.0
ha

127%

収穫面
積が
4.2ha
増加し
た

飼料作
物（乳
用牛、
肉用
牛）

【飼料
増産】
（飼料
増産）
単収を
３％以
上増加

5,200
kg

3,500
kg

4,900
kg

6,000
kg

6,000
kg

100%

作業の
効率化
により
単収が
増加し
た

フォ
－レ
－ジ
ハ－
ベス
タ－
１台

H20.12.26

飼料用稲栽培面積は、増加しており、収穫した飼
料用稲は地域の畜産農家に供給している。地域の
畜産農家から飼料用稲の生産拡大を要望があるの
で作付け面積の拡大を図る。また、イノシシ被害
で収穫できないほ場もあることから、今後獣害対
策を講じる必要がある。

機械の利用は順調
に推移し、効果も
十分にあがってお
り、今後も獣害対
策を講じ、飼料自
給率向上を図る。

高
山
市

飛騨
農業
協同
組合

飼料作
物（肉
用牛）

【飼料
増産】
（飼料
増産）
飼料作
付面積
を３％
以上増
加

11.4
ha

11.4
ha

23.1
ha

23.1
ha

21.6
ha

115%

稲わら
収集面
積が増
加し
た。

飼料作
物（肉
用牛）

【飼
料増
産】
（飼
料増
産）
飼料
自給
率を
２％
以上
増加

14.9% 12.7% 31.3% 31.3% 23.4% 193%

作業の
効率化
により
収穫が
スムー
ズに行
え、自
給率が
高く
なっ
た。

稲わ
ら収
集機
７台
ﾗｯﾋﾟﾝ
ｸﾞﾏｼﾝ
４台
ﾏﾆｭｱｽ
ﾌﾟﾚｯﾀ
２台

H20.10.30

機械による作業性の向上と省力化により飼料増産
を図ることができた。今後も、さらに飼料増産を
推進し、飼料自給率向上に努める。

機械の利用は順調
に推移し、効果も
十分にあがってお
り、今後も引き続
き利用を推進し、
飼料増産と飼料自
給率向上を図る。

111%
総合
所見

都道府
県平均
達成率

一部地区を除き、各地区とも概ね成果目標を達成しており、産地競争力の強化に向けた総合的推進が図られた。
今後も、各施設の利用率等を確保し、継続して効果が発生されるよう支援していく。


